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The Digital Learning Enhancement Plan for Grade 1-12 Students

「小中学校デジタル学習精進プログラム」
目標は4年間で200億台湾ドル。対象となる学生は小学校1年生から中学校3年生までの12年間です。

(デジタルコンテンツ
充実プロジェクト)

(モバイル・端末およびネット
ワーク強化プロジェクト)

(教育ビッグデータ解析
プロジェクト)



モバイル端末とネットワーク強化
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學習載具補助61萬臺。提供偏遠地區學校學生1人1機，全國學生載具比為3：1。
(学習用のタブレットは61万台を補助する。遠隔地の学校では、生徒1人に1台の
端末があり、生徒の負荷比率は全国で3対1である。)



デジタル・ラーニング・ポータル https://elearning.cloud.edu.tw/
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教育部因材網 (adl.edu.tw)
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デジタルコンテンツ、クラスルームツール、
適応型テストを提供するもので、分野別やリ
テラシー教材、ビデオ、クイズ、問題集、双
方向性、ゲームなどさまざまな学習モードが
ある。
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因材網影片教學 (ビデオ授業)

推奨される学習

全螢幕模式

調整聲音大小

ビデオがチェックポイント
に達すると、右側のウィン
ドウに質問がポップアップ
表示され、生徒はビデオを
見続ける前に質問に答えな
ければならない。

ビデオ再生中にメモを取ったり、
質問することができる。途中、
ビデオは自動的に一時停止する。
メモ：教師側の教師が良いメモ
を推薦することができる。
質問やメモはメモリストで確認
できる。
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學習節點診斷報告 (学習ノード診断レポート)

ビデオ

ダイナミック・
アセスメント

グレーで表示されるパターンは、この
ノードでこの教材が利用できないこと
を示す。

練習問題

未熟

練習問題の解説
熟練

リンクをク
リックすると、
知識グラフ
（このテスト
の学習経路が
表示される）
に移動する。



デジタル・コンテンツを広げて充実させる
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學科教材(教科)
• 國語文(中国語)

• 英語文(英語)

• 數學(数学)
• 自然(自然)

• 社會(社会)
• 藝術(芸術)

• 資訊科技
(情報技術)

• 健康與體育
(健康と体育)

• 生涯規劃(キャリ
アプランニング)

• 技術型高中專
業群科(技術型高級
中等学校専門学科)

素養導向教材
(リテラシー
向けの教材)

• 國語文
• 英語文
• 數學
• 核心素養

資源整合服務
(資料統合
サービス)

• 數位閱讀
• 本土語文
• 藝術
• 自然
• 臺灣史

議題導向教材
(学生が自ら課題
を発見して解決
する能力を養う

教材)
• 能源
• 防災
• 海洋
• 環境

學科教材(教科)
• 中国語
• 英語
• 数学
• 自然

精進方案後
(精進プログラムを実施した後)

精進方案前
(精進プログラムを

実施する前)

優化並擴增免費數位內容



(インタラクティブ素養評価教材)
互動式素養評量教材
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遊戲式學習(遊びを中心とした学習)
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因雄崛起-學科知識(教科の知識)

守護木林森-愛樹護樹(木を愛して守る) 虛擬偵探社-正確網路使用
(インターネットを正しく使う)

飛英任務(SDGs＋英語)



酷英網 COOL ENGLISH

語音辨識輔助
教學系統

(音声認識の学習支
援システム)

AI寫作偵錯工具
(AIライティングデ

バッグツール)

情境式英語
聊天機器人

(文脈英語チャット
ロボット)



分野別学習パートナー

(生成AIがデジタル・ラーニング・プラットフォームを支え、
インタラクティブな教え学ばせる機能を強化する)

生成式AI協助數位學習平臺強化互動教學功能

一般目的学習パートナー
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一般目的学習パートナー



(每年デジタル・コンテンツおよび先生の教え方を
支援するソフトウェアの購入補助)

每年補助採購數位內容與教學軟體
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課堂教學軟體 數位內容
(対面講義で先生の教え方を支援するソフトウェア) (デジタル・コンテンツ)



iPad

Chromebook

Windows Laptop

載具管理系統
（MDM）

中央學習平臺

地方學習平臺

民間學習平臺

數位學習平臺

科技化評量

國中會考

縣市學力檢測

學生學習成效資料

教育大數據資料庫
Edu LRS
+AI分析

公私研究單位從事
教育大數據分析研究

民間加值、創新應用去識別化資料

教師

學習平臺

預算規劃

學生預警

學生學習狀況分析

概念診斷

教學引導、課程設計

學習扶助

個人化診斷報告

學習課程推薦

城鄉差距分析

課綱制定

校訂課程建議

介面調整

內容改善

學校

學生

政府教育單位

1、個資加密
2、去識別化
3、離線存取

教育大數據資料庫
(教育ビッグデータのデータベース)

人才培育、業界加值應用
(人材育成、業界の付加価値アプリケーション)

邁向適性學習及公平優質教育
(アダプティブラーニングと公平で質の高い教育へ)

教育大數據(教育ビッグデータ)
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(モバイルデバイス管
理システム)

(eラーニングプラット
ホーム)

(生徒の学習成果データ)

(政府教育ユニット)

(学校)

(先生)

(生徒)

(学習プラットホーム)



大數據分析提供學生個人化學習路徑
(低・中・高の学習能力を持つ生徒それぞれに学習経路を提供するためにAIを活用する )
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A（High） B（Med） C（Low）

Recommend to 
higher notes

The fail in 5-n-04 may 
be caused by 2-n-07 

(grade 2)

Remediation 
from 1st
grade

Each knowledge note offers 
instructional videos, exercise, 
and dynamic assessment
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教育大數據(教育ビッグデータ)
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在職教師數位教學增能 (在職教員のさらなる研修)
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現職教師

B數位學習進階課程(選修)(アドバンス・プログラム)
B1科技輔助自主學習工作坊(12hr) B2PBL教學應用工作坊

(6hr)
B3數位教學指引培力工

作坊(6hr)
B4各領域/科目數位教學

工作坊(至少3hr)

課程重點：
1. 自主學習的介紹
2. 自主學習在學校的實施模式
3. 自主學習與數位學習平臺/工具的關係與運用
實作

(國中小5G智慧學習學校推動計畫、高級中等學校科技輔助自
主學習推動計畫及BYOD&THSD計畫教師必修)

課程重點：
1.科技輔助自主學習理論與
PBL簡介

2.數位學習結合PBL課程操作
3.PBL結合科技輔助自主學習
四學課堂實作

課程重點：
數位教學指引導讀與數位
教學教案設計

課程重點：
領域/科目之數位教學設計、
實例分享與實作(分領域/科目
辦理)
 (建議完成B3研習後參加)

A數位學習基礎課程(ファウンデーション・プログラム)
A1數位學習工作坊(一) 

(3hr)(必修)
A2數位學習工作坊(二)-經教育部推

薦之數位學習平臺 (3hr)(必修)
A3數位素養增能研習 

(3hr) (每年10%)
課程重點：
科技輔助自主學習概論及平臺介紹(含數
位教學指引導論)

課程重點：
數位學習平臺應用(平臺操作及教學模式運用)

課程重點：以網路識讀、隱私保
護及資訊安全為主等相關課程



中小學數位教學指引 (デジタル指導ガイドライン)
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三個重要概念
數位素養
數位學習
數位教學

https://elearning.cloud.edu.tw/ 教育雲下載

生成式AI導入教學示例
(授業計画に生成AIを

組み込む)

(デジタルリテラシー)

(デジタル学習)

(デジタルティーチング)

https://elearning.cloud.edu.tw/


數位科技輔助教師教學 (教師のためのデジタル教え方)
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n 學生自學
學生於學習平臺觀看教學影片、做練習題與回答
老師提問進行「自學」，並發現個人的難點錯誤。

n 組內共學
小組成員利用學習平臺中，老師指派討論內容進
行觀點分享、討論達到小組共識。

n 組間互學
各小組將討論結果上傳大屏或學習平臺進行小組
發表並與其他小組成員互動、釋疑。

n 教師導學
教師利用學生的學習結果，進行難點、概念總結
與反思。

因材網輔助四學
(学生の自己学習)

（【チーム内の】対話的で学び）

(【チーム間の】対話的で学び)

(教師による説明)

(学生の自己学習) （【チーム内の】対話的で学び）

(【チーム間の】対話的で学び) (教師による説明)



篩選測驗通過學生經常於課後使用因材網
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篩選測驗通過學生於課後使用因材網學習時間高於未通過學生
(学習スクリーニングテストに合格した生徒は、不合格の生徒よりも放課後にウェブ（台湾教育部が開発
した適応型テスト）を利用する時間が長かった。)

fail pass

篩選測驗通過學生於課後使用因材
網學習時間高於未通過學生



因材網 2022年「技術による学習支援評価」の影響
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eラーニングを活用した場合は活用しない場合より到達度テストの成績が高かった。



技術支援による自己調整学習(SRL)は、時間の経過とともに著しく向上する

資料來源：
郭伯臣、莫慕貞（2019年10月25日）。自主學習。臺中教育大學教育資訊與測驗統計研究所課程，臺中市，臺灣。
Robson, D.A., Allen, M.S., Howard, S.J. (2020). Self-Regulation in Childhood as a Predictor of Future Outcomes: A Meta-Analytic Review. Psychological Bulletin, 146(4), 324-354.
Mascia, M. L., Agus, M. & Penna M. P. (2021). Emotional Intelligence, Self-Regulation, Smartphone Addiction: Which Relationship with Student Well-Being and Quality of Life? Frontiers in Psychology, 11, 1-7. https://doi.org/10.3389/fpsyg.2020.00375
Dull, I. & Sangeeta (2016). Relationship of Internet Usage and Self-regulated Learning, Social Support and Alienation Among Senior Secondary Students. Scholarly Research Journal for Humanity Science & English Language, 3(15), 3686-3696.

• SRLは生涯学習の前提条件である。

• SRLは学業成績と正の相関がある。

• SRLはネット依存症と負の相関がある。

https://doi.org/10.3389/fpsyg.2020.00375


The Performance of Low, Middle, and High SRL Ability Students （Math）

2023年数学の到達度テスト



The Performance of Low, Middle, and High SRL Ability Students （Chinese）

使用其他工具 使用因材網

2023年国語の到達度テスト



The Performance of Low, Middle, and High SRL Ability Students （English）

2023年英語の到達度テスト



The SRL Performance of Cities and Counties
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老師容易教

學生開心學

學習成效佳

Thank you for listening!

(先生は教えやすい)

(生徒たちは喜んで勉強する)

(効果的な勉強する)


